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近年、大学生の内向き志向がマス・メディアで指摘されている。海外へ留
学する日本人学生数は、2004年度の 82,945人をピークに漸減し 2010年度
には 58,060人となった（日本学生支援機構，2014）。その要因として、不況
や就職難が指摘されている（朝日新聞，2012）。米国の大学への留学には、
年間 300万円ほど必要であるが（朝日新聞，2013）、不況下でそれだけの費
用を負担できる家庭は少ないのではないか。
内向き志向は新入社員についてもいえる。産業能率大学（2013）は、
2001年より 3年に一度、新入社員のグローバル意識を調べており、直近の
調査は 2013年 6月に 18～26歳までの新入社員 793名を対象にインター
ネットにより行われた。調査データによれば、海外で働きたいと思うかにつ
いては、「どんな国・地域でも働きたい」が 3割弱、「国・地域によっては働
きたい」が 1割強、「働きたいと思わない」が 6割弱を占め、海外志向の強
い層と弱い層がそれぞれ増加するという経年変化が認められた。また、「ど
んな国・地域でも働きたい」という海外志向の強い層は、海外展開していな
 1 本研究は 2008～2012年度にかけて、萩原滋（慶應義塾大学名誉教授・立教女子
学院短期大学）を代表に行われた「記憶の共有と風化―テレビの社会的役割の変
化」という研究プロジェクトの一部であり、慶應義塾大学メディア・コミュニ
ケーション研究所「研究・教育基金」ならびに「寄付金」による研究助成を受け
て行われた。また、本稿の一部は第 54回日本社会心理学会大会（2013年 11月
開催）において発表された。
原稿に有益なコメントをくださった萩原滋先生と国広陽子先生（東京女子大学）
に感謝申し上げます。
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い会社よりも既に海外展開をしている会社に勤務している者、英語の習得レ
ベルが低い層よりも高い層、海外留学経験がない者よりもある者において、
それぞれ多い。さらに、海外で「働きたいと思わない」人たちに複数回答で
その理由を尋ねたところ、「自分の語学力に自信がない」（65.2%）と「海外
勤務は生活面で不安だから」（50.4%）が大きな割合を占めていた（産業能
率大学，2013）。一方、海外勤務を望む層はその理由として、「日本ではで
きない経験を積みたいから」（74.0%）、「自分自身の視野を広げたいから」
（65.6%）を多く挙げた。また、海外勤務を望む層では「先進国」（96.0%）
で働くことを希望する者が圧倒的に多く、「新興国」（84.3%）と「途上国」
（51.7%）で働くことを希望する者はそれよりも少ない。また、海外勤務で
不安なことを複数選択により訊ねているが、「治安」（75.5%）、「言葉」（75.2%）
の占める割合が大きく、「食事」（60.3％）と「住環境」（49.9％）がそれに続
く。
以上のことから、昨今の若者は海外勤務に自分自身の成長や海外ならで 
はの経験を望み、日本での生活レベルを維持できない国での勤務を積極的 
には望まないことが見て取れる。こうした意識は語学力の影響を受けると 
考えられ、学生時代の留学経験の少なさが若者の内向き志向に拍車をかけ 
ているのであろう。また、グローバル意識は、外国・外国人に対するイメー
ジや態度など様々な要因の影響を受けていると思われる。私たちのそうし 
たイメージや態度は、所属集団の規範や両親の影響、教育やマス・メディ 
アによる間接接触、渡航などによる直接接触、国家間の関係や国際的な事 
件の影響、説得的コミュニケーションなどさまざまな要因により形成され 
る（御堂岡，1991）。特に直接経験する機会が乏しい事柄については、マ
ス・メディアの影響が大きいといわれている（Weaver, Graber, McCombs 
and Eyle, 1981; Morgan and Signorielli, 1990; McCombs, Einsiedel and 
Weaver, 1991）。
今日私たちはマス・メディアやインターネットを通じて海外の出来事や文
化に容易に接触することができる。日本への留学生数は 2012年度には
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135,519人であり 2000年の 2倍以上となっていることから（日本学生支援
機構，2014）、日本人学生たちは日本にいながらにして外国人と直接接触す
る機会にも恵まれている。大学院（39,567人）と学部・短期大学・高等専
門学校（69,339人）に限定してもその数は 10万を上回る（日本学生支援機
構，2014）。よって、現代の若者が抱く外国や外国人に対するイメージ、グ
ローバル意識（海外志向性や国際結婚許容度）は、渡航による直接経験だけ
ではなく日本にいながらの直接経験とマス・メディアなどからの間接経験の
影響を受けていると思われる。
萩原を中心とする研究グループは、2000年代初頭から首都圏の大学生を
対象に彼らの異文化接触経験やマス・メディア、とりわけテレビにおける外
国関連の情報が彼らの対外イメージに及ぼす影響について質問紙による調査
を重ね、次に述べるような知見を得てきた。まず、2002年に開催された日
韓共催 FIFAワールドカップ（以下、ワールドカップと表記）の開幕直前、
閉幕直後、閉幕 3カ月後に、ワールドカップに関する報道が日本人の諸外
国・外国人イメージに及ぼすメディア効果、ならびにそうしたメディア効果
には持続性が認められるかを明らかにするために行った調査の結果をみてみ
よう。主な結果として、（1）ワールドカップ期間中に相対的に報道量の多
かった国のイメージは報道内容と同一の方向へ変化するが、その変化は 3か
月後には消滅しワールドカップ開催前と同水準となる、（2）報道により顕現
性が高まった国の国名に対する知識量は増えるが、ワールドカップ 3か月後
にはその効果は消滅する、（3）韓国に対するワールドカップ開催前のイメー
ジは閉幕直後に大きく変化し、その変化は 3か月後においてもある程度持続
している、（4）日本人アイデンティティの高い者は、韓国を外集団とみなし
韓国に対して否定的なイメージを持つ、などが明らかにされた（上瀬・萩
原，2003）。
バラエティ番組における外国・外国人に焦点を当てた研究として、大坪・
相良・萩原（2003）と大坪・萩原（2004）が挙げられる。大坪ら（2003）
は、『ここがヘンだよ日本人』（1998年 10月～2002年 3月の期間 TBSで放
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送）の視聴効果を検討するために、番組終了の 2カ月後に調査を行い、主に
次のことを明らかにしている。まず、アフリカとアフリカ人 2に対する基礎
知識、すなわち国名と番組で繰り返し伝えられたメッセージ、さらにイメー
ジは、視聴経験が多いほど番組の影響を強く受けていたのである。また、基
礎知識と諸外国に関する現実認識に関しても視聴効果が認められた。さら
に、メディア利用頻度が低く外国への関心が低い層、積極的に情報探索を行
う人たちは、番組を視聴することで認知レベルの影響を受けることが明らか
にされた。
『ここがヘンだよ日本人』の放送終了から 2カ月後と 6カ月後に行われた
調査のデータを比較した大坪・萩原（2004）では、（1）基礎知識と国に対
するイメージに関しては、短期的な視聴効果は認められるが持続性はない、
（2）番組の中で繰り返し伝えられた情報的要素の強いメッセージには短期
的な視聴効果だけでなく持続性も認められる、（3）外国人に対する肯定的な
態度は番組視聴により強化されるがその効果は 6か月後に消滅する、といっ
たことが明らかにされた。
最後に、首都圏の大学生 1,470名を対象に 2010年 10月に行ったメディ
ア利用と異文化理解に関する質問紙調査から、萩原（2012）は以下のこと
を明らかにしている。まず、マス ･メディアを通しての間接的な異文化接触
経験については、大学生は海外ドラマよりも国際的なスポーツイベントをよ
り多く視聴し、日本のテレビではアメリカに関する情報が質・量共に多いと
認識している。海外旅行や外国出身者との付き合いなどの直接経験について
は、親しい友人はアメリカ人が最も多く韓国人と中国人がそれに続き、旅行
や 1ヶ月以上の滞在経験があるのはアメリカが突出して高い。また、国名・
有名人を指標として知識量を測定したところ、アフリカに関する知識が乏し
 2 「アフリカ」という国は存在しないため「アフリカ人」という呼び方は正しくは
ない。しかし、日本においてはアフリカ大陸（アフリカ地域）の国々を区別する
ことなく「アフリカ」と呼び、そこに住んでいる人たち全般を「アフリカ人」と
みなすことが多いため、萩原を中心とする一連の研究ではこの呼称を用いた。
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く、アメリカ、ヨーロッパ、アジアの知識が豊富かつ正確である。旅行先と
して大学生の間で人気が高いのはヨーロッパであり、次いでアメリカなどの
英語圏、韓国・中国などの漢字文化を持つアジア文化圏が続く。一方、大学
卒業後の仕事での渡航可能性（以下、国や地域を限定しない場合は「海外勤
務の可能性」と表記）は、アメリカが圧倒的に高く見積もられていた。さら
に、海外志向性（海外居住や海外勤務への積極性）と国際結婚許容度、海外
志向性と様々な地域についての正確な知識、欧米への渡航可能性に対する見
積もりはそれぞれ強く結びついている。国際結婚許容度についてはヨーロッ
パの国名に関する正確な知識を除き、海外志向性と同様の結びつきがみられ
た。
以上の研究から、マス・メディアで国際的なスポーツイベントを観戦した
りバラエティ番組を視聴することは、外国・外国人に関する事柄に間接的に
接することであり、短期的にはオーディエンスの知識量を増大させ肯定的な
イメージを抱かせることがわかる。しかし、長期間に渡りそうしたメディア
効果が持続することを期待することは難しい。また、大学生たちの外国に関
する知識はアメリカとアジアに偏っており、渡航希望先は、その目的に関わ
らず欧米偏重が認められる。さらに、海外志向性や国際結婚許容度は様々な
変数と関連があることから、ある国で将来仕事をする可能性やそうしたこと
に対する意欲に影響すると思われる。
今日のグローバル化の進展状況を鑑みると、大学生たちが海外で仕事をす
る機会は少なからずあることは明白である。そのような状況であるにもかか
わらず、彼らの対外意識、とくに海外勤務に対する積極性には大きなばらつ
きがあることは、これまでの先行研究から明らかである。そうしたばらつき
の要因となっているのは、萩原（2012）で見出された海外志向性と国際結
婚許容度、すなわち“グローバル意識”であると思われる。本稿では、グ
ローバル意識とそれに影響を及ぼす直接的・間接的な異文化接触経験や心理
的要因を測定するための尺度を検討する。さらに、それらの尺度とグローバ
ル意識における性差、大学生たちの海外勤務の可能性に対する見積もりを明
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らかにする。本稿で得られる知見は、グローバル意識や海外で仕事をする意
欲を規定する要因やその心理的過程を明らかにする研究を可能にするであろ
う。
方　　法
調査協力者　大学生 1,470名（男性 749名、女性 718名、不明 3名）。うち
日本国籍である者は男性 745名、女性 715名の合計 1,460名で、本稿では
国籍が日本であり性別が判明している者から得られたデータのみを用いた。
手続き　2010年 10月に首都圏の 9つの大学の授業時間内に質問紙調査を実
施した。
質問項目　今回の分析で用いたのは、外国出身者との直接的な接触経験、外
国制作番組及び外国関連バラエティ番組の視聴状況、国際的なスポーツイベ
ントのテレレビ視聴状況、外国に関する基礎知識（地域別国名）、愛国心・
ナショナリズム、グローバル意識、希望する海外旅行先、海外で仕事をする
可能性、性別であった 3。以下、性別以外の質問項目について簡潔に述べる。
（1） 外国出身者との直接的な接触経験　アジア、欧米、その他（中東、中
南米、アフリカなど）のそれぞれの地域の出身者について、「話をし
たことがある」「一緒に働いたことがある」「自分の家に泊めたり、泊
まりにいったことがある」などの 7つの項目について、経験の有無
を回答してもらった。
（2） 外国制作番組及び外国関連バラエティ番組の視聴状況　「24― 
Twenty-four」「朱蒙」「世界ウルルン滞在記」などの 13の日本で放送
された外国制作番組や外国関連のバラエティ番組の視聴状況を「ほと
んど見ていない」～「よく見ている（いた）」の 4件法で訊ねた。
（3） 国際的なスポーツイベントのテレビ視聴状況　「日韓共催ワールド
カップ」（2002年開催）や「バンクーバー冬季五輪」（2010年開催）
 3 これらの他に「海外渡航経験」「国内ニュース・海外ニュースの入手源」などにつ
いて尋ねている。詳しくは萩原（2012）を参照されたい。
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などのオリンピックとワールドカップについて、テレビでの視聴状況
を「ほとんど見ていない」～「よく見ていた」の 4件法で訊ねた。
（4） 国名正答数　「アジア」「ヨーロッパ」「アフリカ」の各地域について
思い浮かぶ国名を 5つまで自由に書いてもらった。正確に書かれて
いた国名数をその地域の基礎知識量の指標とした。
（5） 愛国心・ナショナリズム　村田ら（2005）の愛国心・ナショナリズ
ム尺度から 8項目援用した。回答は「そう思わない」～「そう思う」
の 5件法によって求めた。
（6） グローバル意識　外国人や外国文化と将来どのように関わりたいかを
「国内よりも海外に出て仕事をしてみたい」「外国人と結婚しても構わ
ない」などの 10の項目について、「そう思わない」～「そう思う」の
4件法で訊ねた。
（7） 希望する海外旅行先　旅行で訪れたい国を第 1希望から第 3希望ま
で自由に答えてもらった。記述内容を「韓国」「中国」｢アメリカ｣ 
「ヨーロッパ」「アフリカ」「それ以外」に分けて得点化した。得点化
の詳細については「結果」で説明する。
（8） 海外勤務の可能性　「韓国」「中国」「アメリカ」「ヨーロッパ」「アフ
リカ」の 5つの国と地域について、大学卒業後に仕事で訪れる可能
性を「非常に低い（10%以下）」「低い（20～30%程度）」「中くらい
（40～60%程度）」「高い（70～80%）」「非常に高い（90%以上）」の 5
つの選択肢の中からそれぞれ 1つずつ選択してもらった。
結　　果
尺度の構成
外国人との直接的な接触経験、海外のテレビ番組や海外に関するテレビ番
組の視聴状況、国際的なスポーツイベントのテレビでの視聴状況、愛国心・
ナショナリズム尺度、グローバル意識についてそれぞれ因子分析を行い尺度
の構成を調べた。
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アジア系、欧米系、その他地域の出身者との接触経験をそれぞれ 7項目で
訊ねたものについて、因子分析（主因子法・バリマックス回転）を行った。
複数の因子に負荷量が高い項目、どの因子にも負荷量が低い項目を除き再度
因子分析を行った結果が表 1～3である。表 1の平均値から、アジア系の外国
人と話をしたことのある調査協力者が多く、彼らと食事をしたり学友であっ
たことのある者は半数に上る。一方、寝泊りを一緒にする、親戚にアジア出
身の外国人がいる者は少なかった。2つの因子が抽出されたが、それぞれの
因子に負荷量の高い項目を考慮し、第 1因子を「アジア出身者との友人付き
合い」、第 2因子を「アジア出身者との親戚付き合い」と呼ぶこととした。
欧米系の外国人との接触経験については、因子は 1つのみ抽出された（表
2参照）。便宜上、「欧米系外国人との直接接触」と呼ぶことにする。学校で
一緒に勉強したことのある者はアジア系よりも少なかった（表 2参照）。
その他（中東、中南米、アフリカなど）の外国人との接触経験は、どの項
目においてもアジア系や欧米系外国人との場合よりも少なかった（表 3参
照）。それぞれの因子の負荷量を考慮し、第 1因子を「その他地域出身者と
の友人付き合い」、第 2因子を「その他地域出身者との親戚付き合い」と呼
ぶことにした。
表 1　 アジア系外国人との接触経験に関する因子分析の結果（主因子法・バリ
マックス回転）
負荷量
共通性
平均値 
（SD）第 1因子 第 2因子
一緒に食事をしたことがある   .712  .253 .571 0.50（0.50）
話をしたことがある   .640  .062 .413 0.76（0.43）
学校で一緒に勉強したことがある   .573  .104 .340 0.54（0.50）
自分の家に泊めたり、 
泊まりにいったことがある
 .202   .657 .472 0.12（0.33）
自分または家族や親戚が 
結婚している
 .034   .327 .108 0.04（0.20）
固有値  1.29  0.62
寄与率（%） 25.75 12.34 
―71―
13の外国制作のテレビ番組や海外に関するテレビ番組の視聴頻度につい
て因子分析（主因子法・バリマックス回転）を行ったところ、3つの因子が
抽出された（表 4参照）。第 1因子は『24―Twentyfour』などのアメリカ製
ドラマの、第 2因子は『世界ウルルン滞在記』などの日本のバラエティ番組
で外国や外国人のことを扱った番組の、第 3因子は『宮廷女官チャングムの
誓い』などの韓国製ドラマの因子負荷量が高かった。以上より、第 1因子を
「アメリカ製ドラマ視聴」、第 2因子を「日本の海外バラエティ視聴」、第 3
因子を「韓流ドラマ視聴」と命名した。
表 2　 欧米系外国人との接触経験に関する因子分析の結果（主因子法・バリマッ
クス回転）
負荷量 
第 1因子 共通性
平均値 
（SD）
一緒に食事をしたことがある   .852 .727 0.42（0.49）
自分の家に泊めたり、泊まりにいったことがある   .547 .299 0.18（0.39）
学校で一緒に勉強したことがある   .546 .298 0.38（0.49）
話をしたことがある   .529 .280 0.74（0.44）
固有値  1.60
寄与率（%） 40.01
表 3　 その他地域出身の外国人との接触経験に関する因子分析の結果（主因子
法・バリマックス回転）
因子負荷量
共通性
平均値 
（SD）第 1因子 第 2因子
一緒に食事をしたことがある  .782  .288 .694 0.13（0.34）
学校で一緒に勉強したことがある  .724  .177 .555 0.14（0.34）
話をしたことがある  .709  .036 .505 0.23（0.42）
自分または家族や親戚が結婚して
いる
 .007  .895 .801 0.03（0.18）
自分の家に泊めたり、 
泊まりにいったことがある
 .268  .644 .487 0.04（0.21）
一緒に働いたことがある  .170  .593 .380 0.05（0.22）
固有値  1.74  1.68
寄与率（%） 28.98 28.04
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近年行われた国際的なスポーツイベントのテレビ視聴状況についても因子
分析（主因子法・バリマックス回転）を行ったところ 2因子が抽出された
（表 5参照）。第 1因子はトリノ冬季五輪をはじめオリンピックの因子負荷
量が高く、第 2因子はワールドカップの因子負荷量が高かった。そこで、
第 1因子から順に「オリンピック視聴」「ワールドカップ視聴」と命名した。
村田他（2005）の愛国心・ナショナリズム尺度から援用した 8項目につ
いて因子分析（主因子法・プロマックス回転）4を行ったところ 2因子が抽出
された（表 6参照）。第 1因子は「日本人であることに幸せを感じている」
などの 5項目で、第 2因子は「日本人は、他の国民に比べ、すぐれた素質を
もっている」などの 3項目で高い負荷量が認められた。そこで第 1因子か
 4 萩原（2012）は、主成分解とバリマックス回転により因子分析を行っているが、
抽出される因子間に相関関係があると仮定し、主因子法とプロマックス回転によ
り因子抽出を試みた。
表 4　 テレビ番組の視聴状況に関する因子分析の結果（主因子法・バリマックス
回転）
因子負荷量
共通性
平均値 
（SD）第 1因子 第 2因子 第 3因子
24―Twentyfour   .714 　.044  .084 .519 1.38（0.82）
プリズン・ブレイク   .695 　.024  .020 .484 1.47（0.95）
LOST   .656 　.100  .065 .445 1.31（0.74）
BONES骨は語る―   .583 　.109  .132 .369 1.24（0.67）
ER緊急救命室   .346 　.161  .163 .172 1.33（0.76）
世界ウルルン滞在記  .100 　 .838  .078 .719 1.97（0.96）
世界・ふしぎ発見  .079 　 .713  .001 .515 2.18（0.95）
ここがヘンだよ日本人  .118 　 .416  .135 .205 1.49（0.81）
宮廷女官チャングムの誓い  .036 　.185   .556 .345 1.51（0.95）
朱蒙（チュモン）  .039 　.019   .544 .298 1.11（0.47）
私の名前はキム・サムスン  .028 　.118   .529 .295 1.37（0.87）
IRIS―アイリス  .124 　.014   .428 .199 1.26（0.70）
BADLOVE～愛に溺れて～  .114 －.019   .414 .185 1.05（0.31）
固有値  1.95 　1.48  1.32
寄与率（%） 14.96  11.42 10.16
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ら順に「愛国心」「ナショナリズム」と命名した。なお、因子間の相関は 
r＝.67であった。
グローバル意識を測定したほとんどの項目の平均値が中間点（2.50前後）
であったことから、大学生たちは積極的に海外と関わりを持ちたいわけでも
表 5　 テレビでのスポーツイベント視聴状況に関する因子分析の結果（主因子
法・バリマックス回転）
因子負荷量
共通性
平均値 
（SD）第 1因子 第 2因子
トリノ冬季五輪（2006年）   .845  .294 .801 2.54（1.04）
北京夏季五輪（2008年）   .801  .354 .767 2.61（1.06）
バンクーバー冬季五輪（2010年）   .800  .281 .719 2.60（1.06）
アテネ夏季五輪（2004年）   .792  .365 .761 2.58（1.05）
ドイツでの FIFAワールドカップ（2006年）  .291   .862 .828 2.56（1.20）
日韓共催 FIFAワールドカップ（2002年）  .312   .786 .715 2.68（1.22）
南アでの FIFAワールドカップ（2010年）  .335   .725 .637 2.90（1.19）
固有値  2.92  2.31
寄与率（%） 41.70 33.00
表 6　 愛国心・ナショナリズム尺度の因子分析の結果（主因子法・プロマックス
回転）
因子負荷量
共通性
平均値 
（SD）第 1因子 第 2因子
日本人であることに幸せを感じている 　 .904 －.032 .780 4.16（0.93）
日本が好きだ 　 .816 －.042 .622 4.32（0.87）
日本人でよかったと思う 　 .710 　.041 .546 4.33（0.94）
日本人であることを誇りに思う 　 .588 　.275 .639 3.84（1.05）
日本にはあまり愛着をもっていない  －.501 　.081 .202 2.29（1.12）
日本人は、他の国民に比べて、 
すぐれた素質をもっている
－.021 　 .802 .620 3.42（1.11）
日本は他の国よりもすぐれた技術力を
もっている
－.015 　 .666 .430 4.00（0.95）
国連や国際会議における日本の発言権を
他国はもっと認めるべきだ
－.042 　 .463 .190 3.66（0.96）
固有値 　3.27 　2.62
寄与率（%）  43.28 　7.09
相関 　0.67
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それを回避したいわけでもないといえる（表 7参照）。また、「日本以外の国
で暮らしてみたい」の平均値は比較的高かったが、「結婚相手は、日本人が
望ましい」を肯定する度合いが強かった。以上より、仕事や留学といった
キャリア形成のために海外へ行くことに対しては中庸な態度であり、海外で
一時的に生活することには積極的であるが、伴侶となり一緒に生活する相手
には自分と価値観が類似していると推察される日本人が好まれているといえ
る。
また、因子分析（主因子法・バリマックス回転）を行ったところ、2つの
因子が抽出された（表 7参照）。第 1因子は、「国内よりも海外に出て仕事を
してみたい」「英語など語学力を生かせる仕事をしてみたい」など、キャリ
アに関する項目で負荷量が高かった。一方、第 2因子では「外国人と結婚し
ても構わない」「結婚相手は、日本人が望ましい」の 2項目の負荷量が高かっ
表 7　グローバル意識に関する因子分析の結果（主因子法・バリマックス回転）
因子負荷量
共通性
平均値 
（SD）第 1因子 第 2因子
国内よりも海外に出て仕事を 
してみたい
 .849  .235 .776 2.33（1.00）
国際的な場で活動してみたい  .837  .231 .755 2.54（1.00）
英語など語学力を活かせる仕事を 
してみたい
 .824  .186 .713 2.32（1.03）
英語で会議する会社には 
就職したくない *  .715  .120 .526 2.37（1.07）
海外の大学に留学してみたい  .668  .281 .524 2.49（1.13）
日本以外の国で暮らしてみたい  .608  .292 .454 2.75（1.02）
海外勤務の可能性のない会社に 
就職したい *  .555  .088 .316 2.64（1.09）
海外旅行より国内旅行の方が 
気楽でよい *  .483  .154 .257 2.31（1.03）
外国人と結婚しても構わない  .147  .933 .891 2.56（1.06）
結婚相手は、日本人が望ましい *  .222  .589 .396 1.98（0.93）
固有値  4.04  1.57
寄与率（%） 40.39 15.69
*逆転項目
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た。以上より、第 1因子を「海外志向性」、第 2因子を「国際結婚許容度」
と命名した。
性差の検討
性差を検討したのは、外国人との直接接触経験、外国関連のテレビ視聴状
況、国際的なスポーツイベントの視聴状況、愛国心・ナショナリズム尺度、
グローバル意識、アジア・ヨーロッパ・アフリカ地域の国名の正答数、希望
する海外旅行先、海外勤務の可能性である。
外国人との直接接触経験については、「アジア出身者との友人付き合い」
「アジア出身者との親戚付き合い」「欧米系外国人との直接接触」「その他地
域出身者との友人付き合い」「その他地域出身者との親戚付き合い」の 5つ
の因子得点を被験者内要因、性別を被験者間要因とする多変量分散分析を
行った。両者の交互作用が有意であったことから、それぞれの因子について
単純主効果の検定を行った。すると、「アジア出身者との友人付き合い」 
（F（1, 1458）＝20.396, p＜.001）と「欧米系外国人との直接接触」（F（1, 1458）
＝42.708, p＜.001）について有意な性差が認められた。「アジア出身者との
友人付き合い」（男性：M＝－0.092（SD＝0.83）、女性：M＝0.101（SD＝
0.80））と「欧米系外国人との直接接触」（男性：M＝－0.147（SD＝0.86）、
女性：M＝0.154（SD＝0.90））においては、女性の方が男性よりも経験が豊
かであることがわかった。「アジア出身者との親戚付き合い」（F（1, 1458）＝
0.625, n.s.）、「その他地域出身者との友人付き合い」（F（1, 1458）＝1.599, 
n.s.）、「その他地域出身者との親戚付き合い」（F（1, 1458）＝3.332, p＜.1）に
おける性差は有意ではなかった。
外国関連のテレビ視聴状況については、性別を独立変数、「アメリカ製ド
ラマ視聴」「日本の海外バラエティ視聴」「韓流ドラマ視聴」の各因子の因子
得点を従属変数とし分散分析を行った。すると、「アメリカ製ドラマ視聴」
（男性：M＝0.111（SD＝0.93）、女性：M＝－0.120（SD＝0.80））、「日本の
海外バラエティ視聴」（男性：M＝－0.119（SD＝0.86）、女性：M＝0.125
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（SD＝0.89））、「韓流ドラマ視聴」（男性：M＝－0.147（SD＝0.62）、女性：
M＝0.149（SD＝0.91））の全てで有意な性差が認められた（それぞれ、 
F（1, 1458）＝25.893, p＜.001; F（1, 1458）＝28.236, p＜.001）、F（1, 1458）＝
53.573, p＜.001）。つまり、「アメリカ製ドラマ」は女性よりも男性が、「日
本の海外バラエティ」と「韓流ドラマ」は男性よりも女性がよく見ていたの
である。
国際的なスポーツイベントの視聴状況については、性別を独立変数、「オ
リンピック視聴」と「ワールドカップ視聴」それぞれの因子の因子得点を従
属変数とし分散分析を行った。すると、「オリンピック視聴」（男性：M＝ 
－0.050（SD＝0.96）、女性：M＝0.052（SD＝0.90）、「ワールドカップ視聴」
（男性：M＝0.261（SD＝0.91）、女性：M＝－0.280（SD＝0.85））の双方で
有意な性差が認められた（それぞれ、F（1, 1458）＝4.399, p＜.05; F（1, 1458）
＝135.793, p＜.001）。「オリンピック」は男性よりも女性に、「ワールドカッ
プ」は女性よりも男性によく視聴されていたのである。
ナショナリズム尺度については、性別を独立変数、2つの因子の因子得点
を従属変数とする分散分析を行ったが、有意な性差は認められなかった（そ
れぞれ F（1, 1458）＝0.144, n.s., F（1, 1458）＝1.795, n.s.）。
グローバル意識については、性別を独立変数、それぞれの因子の因子得点
を従属変数とする分散分析を行った。「海外志向性」（男性：M＝－0.046 
（SD＝0.94）、女性：M＝0.051（SD＝0.96））、「国際結婚許容度」（男性： 
M＝－0.049（SD＝0.95）、女性：M＝0.056（SD＝0.94））共に女性が男性 
よりも有意に高い値を示していた（それぞれ F（1, 1458）＝3.845, p＜.05; 
F（1, 1458）＝4.513, p＜.05）。したがって、女性の方が男性よりもグローバ
ル意識が高いことが明らかとなった。
国名の正答数については、地域を被験者内要因、性別を被験者間要因とす
る分散分析を行ったところ、地域の主効果（F（1.384, 2017.810）＝1097.155, 
p＜.001）と地域×性別の交互作用（F（1.384, 2017.810）＝66.873, p＜.001）
がそれぞれ有意であった。国名の正答数は、ヨーロッパ（M＝4.62, SD＝
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1.08）、アジア（M＝4.52, SD＝1.05）、アフリカ（M＝3.06, SD＝1.91）のそ
れぞれの間に有意な差があり、アフリカの正答数が最も少ないことがわかっ
た 5。各地域の正答数ごとに性差の有無を調べたところ、アフリカで有意な性
差が認められ（t（1448.266）＝7.540, p＜.001）、男性（M＝3.43, SD＝1.84）
の方が女性（M＝2.68, SD＝1.92）よりも正答数が多かった。
希望する海外旅行先は、「韓国」「中国」「アメリカ」あるいは「ヨーロッパ」
「アフリカ」の国名が書かれていた場合には、その順位が一位の場合には 3
点、二位の場合には 2点、三位の場合には 1点を与え、5つの国・地域別に
得点を算出した。それらの得点を用いて、国・地域を被験者内要因、性別を
被験者間要因とする分散分析を行ったところ、国・地域の主効果（F（1.796, 
2408.768）＝2332.677, p＜.001）と国・地域×性別の交互作用（F（1.796, 
2408.768）＝12.190, p＜.001）がそれぞれ有意であった。希望する旅行先は
ヨーロッパ（M＝3.69, SD＝1.93）とアメリカ（M＝0.74, SD＝1.93）とそれ
以外の国・地域（中国：M＝0.20, SD＝0.62、アフリカ：M＝0.15, SD＝
 5 萩原（2012）と正答数の平均値が異なるのは、調査対象者の人数が異なるため
である。
図 1　男女別にみた行先別の海外旅行願望度
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0.61、韓国：M＝0.10, SD＝0.45）との間にそれぞれ有意な差が認められ、
欧米諸国への旅行願望度はアジア・アフリカ地域への旅行願望度よりも有意
に高かった。さらに、国・地域別に旅行願望度の性差を検討したところ、韓
国（t（1061.429）＝3.862, p＜.001）、中国（t（1181.88）＝4.588, p＜.001）、ア
メリカ（t（1298.488）＝6.155, p＜.001）において有意な性差が認められ、女
性の方が男性よりもこれらの国への旅行願望度が高いことが明らかとなった
（図 1参照）。
図 2　仕事で外国へ行く可能性（男性）
図 3　仕事で外国へ行く可能性（女性）
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図 2と図 3は、国・地域ごとの海外勤務の可能性に対する見積もりを男
女別に示したものである。これらの図から、アフリカへ仕事で行く可能性に
ついては男女とも「10%以下」と見積もる者が 6割を超えていることがわ
かる。また、その他の国や地域へ仕事で行く可能性に対する男女の見積もり
は似通っていた。つまり、仕事で行く可能性が最も高いと思われているのは
「アメリカ」であり、次いで「ヨーロッパ」「中国」「韓国」と続く。男女と
もにアジア圏よりも欧米圏へ行く可能性を高く見積もっていることから、今
日の若者は欧米偏重であるといえる。なお、それぞれの国・地域について χ2
検定を行い性差の有無を調べたが性差は認められなかった。
考　　察
本稿の目的は、グローバル意識とそれに影響を及ぼすであろう直接的・間
接的な異文化接触経験や心理的要因を測定するための尺度構成を検討し、そ
れらの性差と大学生たちの海外勤務の可能性に対する見積もりを明らかにす
ることであった。
まず、外国人との直接接触経験のうち、アジア出身者とアフリカ出身者と
の接触経験には友人付き合いと親戚付き合いという 2つの側面があること
が因子分析より明らかとなった。一方、欧米出身者との直接接触経験におい
ては、友人付き合いと親戚付き合いの区別はなく、日本人学生にとって欧米
出身者とそれ以外の外国人との直接接触経験は同じではないことが示唆され
た。日本人学生と欧米出身者との接触においては、友人としての付き合いが
親戚付き合いに発展することがありうるが、アジアやアフリカの出身者との
接触においては、そのような発展は望めないといえる。また、アジア出身者
との友人付き合いと欧米系外国人との直接接触においては、男性よりも女性
の経験の方が豊かであったことから、女性はより積極的に外国人と直接接触
を図っているといえる。
海外のテレビ番組や海外に関するテレビ番組の視聴頻度については、アメ
リカ製ドラマの視聴、日本のバラエティ番組で海外を扱った番組の視聴、韓
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国製ドラマの視聴という 3つの側面が存在することが、因子分析により示
された。こうした結果は、大学生たちは海外に関するテレビ番組をジャンル
や制作国を超えて広く視聴しているのではなく、個々人の嗜好に合ったもの
を視聴すること、さらにその嗜好は番組制作の主体と深く関わっていること
を意味している。つまり、アメリカ製ドラマ、韓国製ドラマ、台湾のドラマ
などは、それぞれ固有の視聴者層によって視聴される可能性が高いのであ
る。また、アメリカ製ドラマと韓国製ドラマの視聴頻度には性差が認められ
たことから、それらの番組は男女に異なる影響を与える、あるいは影響を与
える場合と与えない場合があると考えられる。
国際的なスポーツイベントのテレビでの視聴経験の因子分析から、オリン
ピックとワールドカップはそれぞれ異なる視聴者層を持つことが明らかと
なった。また、女性は男性よりもオリンピックの、男性は女性よりもワール
ドカップの視聴頻度がそれぞれ高かった。女性はオリンピック視聴を通して
様々な国の情報を、男性はワールドカップ視聴により日本の対戦国や出場国
についての詳細な情報を入手する可能性が高い。外国に関する情報入手にお
いてこのような性差があるとしたら、男性と女性とでは諸外国に関する知識
量はいうまでもなくそれらの国々に対する態度も異なるのではないか。
愛国心・ナショナリズム尺度（村田他，2005）については、愛国心、すな
わち日本人であることを誇りに思う気持ちとナショナリズム、すなわち他民
族に対する優越感を表す 2因子が抽出され、それぞれの因子において男女差
は認められなかった。愛国心とナショナリズムが大学生のグローバル意識や
異文化接触経験とどのような関わりを持つのかを明らかにすることで、大学
生の内向き志向や海外で仕事をする際に発生しうる問題を予測することがで
きるかもしれない。
グローバル意識には、自身のキャリアに関する海外志向性と国際結婚許容
度という 2つの側面があることが因子分析により明らかされた。いずれも
男性よりも女性の方が肯定的であり、女性のグローバル意識の高さがうかが
えた。近年の在留邦人数は男性よりも女性が多いが（日経新聞，2013）、そ
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の背景にはこうした女性のグローバル意識の高さがあると考えられる。グ
ローバル意識は外国人との直接接触やマス・メディアを介しての外国文化と
の間接接触などの異文化接触の影響を受けると思われる。これらの経験が男
性よりも女性の方が概して豊富であることが、グローバル意識における男女
差をもたらしている可能性は高い。
将来における海外勤務の可能性が 70%以上と見積られた割合が最も高
かったのは男女共にアメリカであった。次いで、ヨーロッパと中国がほぼ同
率で並び、韓国が続いた。アフリカで仕事をする可能性については、男女共
10%以下という回答が大きな割合を占めていた。こうした結果は、今日の
大学生にとって“海外での仕事”とは、アメリカをはじめとする先進諸国で
仕事をすることであり、それはイコール西洋諸国、次いで近年台頭の目覚ま
しいアジアの近隣国での仕事を意味する。一方、新興国として近年注目され
つつあるアフリカ諸国での仕事を身近に感じる大学生は皆無に近い。アフリ
カで仕事をする可能性が極めて低く見積もられる要因として、アフリカが日
本人学生たちにとって身近に感じられていないことが挙げられる。アフリカ
への旅行願望度はヨーロッパとアメリカのそれよりも有意に低く、アフリカ
の国名正答数はヨーロッパとアジアのそれよりも有意に少なかった。そもそ
も興味・関心のない国で自分が将来仕事をすることを想像することは難しい
のではないか。旅行願望度や国名正答数が海外勤務の可能性に対する見積も
りに影響するか否かを明らかにすることで、これからのグローバル社会を担
う大学生や彼らより若い世代に、外国やグローバル社会についてどのような
興味・関心をどの程度持たせるべきかを提言できるかもしれない。
本稿では、グローバル意識や海外勤務の可能性、またそれらに影響を及ぼ
す可能性のある異文化接触経験と心理的要因を測定する尺度の構成を明らか
にすることができた。さらに異文化接触経験やグローバル意識、海外で仕事
をすることに対する意識などに、どのような性差がみられるかを明らかにす
ることで、グローバル意識や海外勤務の可能性に影響を及ぼす変数を予測す
ることができた。それら変数間の関係を明らかにし若者の内向き志向を打破
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するための有効な方策を提言することを今後の研究課題としたい。
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